
 

小田原市生ごみ堆肥化検討委員会   

 

☆ 第１段階。家庭における、消滅型処理に関するシュミュレーション。１０月２１日収集コスト等

の分科会の内容を加えて見ました。 
１、 生ごみの処理費の可能な限りの試算を行う。広域化した場合のコストも試算する。コストを背

景にしない論議は、説得力がない上に、禍根を残す。おおよそしか無理だろうと言う考えもあ

るが、議会対策の上でも、今後のプランの基礎として、できる限りの数字を見つける事にする。 
２、 市内に於ける生ごみ自家処理家庭の調査の実施。完全は無理としても、現状把握は必要。自治

会の協力で可能かどうか。都市部。中間地帯。農村部の３自治体は必要。 
３、 実際の手法の検討 

Ａ、畑などへの投入、庭での穴埋め。 
Ｂ、電気式処理機の普及、継続性。コスト問題。止めた方がいいだろう。 
Ｃ、ダンボールコンポスト。箱型処理としてまとめる。 
Ｄ、コンポスターの利用。あまり進められる方法ではない。 
Ｅ、その他の方法。ＥＭ方式、抗酸化バケツは投入する畑が必要で消滅と言えるかどうか。 
Ｆ、協力農家等で、５軒ほどの生ごみを引き受け堆肥にする方式の提案。経費を提供する。 
全くの推測数であるが、現状１０００世帯程度が行っているのではないか。これを７５００世

帯程度（どこを目標値にするかは議論が必要）まで広げることを想定する。いつまでの目標に

するか。例えば、消滅型で、５年後には７５００世帯とか委員会でまとめる。 
４、 生ごみ量としての試算。消滅した後の堆肥状処理物の量の試算。消滅型で行うと、７０キロが

３,５キロに減少。３～５％程度に減少。消滅型とは言え、処理物をどう循環させるかの検討が
必要。市民共通の権利として、庭に蒔くような事のできない、アパートマンションの住人に対

する参加の可能性を開かなければならない。 
５、 手法として、生ごみを出さない家庭への、生ごみ出さないゴミ袋の配布法の検討。ゴミ袋の形

態、色、手法、名前の書き込み。対価費用の検討。生ごみ自家処理に対する対価としての正当

な見返りを考える。今までの行政による補助を再検討する。電動処理機の補助は廃止。一方で、

自家処理材の配布手法の検討。自治会、ＮＰＯ法人の協力の可能性の検討。ごみ処理有料化に

向けたゴミ袋の将来の値上げも視野に検討。一袋１００円くらいまでを想定。生ごみ堆肥化の

推進には不可欠である。 
６、 モデル地区自治会の募集。あるいは、現在ある発酵機械を利用した、学校でのシステムの再構

築。地域での収集運搬を美化委員のボランティアに頼らず、労働対価を払う方式を検討すべき。

その場合の正当なコストの検討。自治会の状況は巾があるので募集には検討が必要。 
７、 消滅型生産物を、フラワーセンターに試験農場区を設け、実証実験をする。いずれ公的機関に

おける調査が必要。農家の方が生ごみ堆肥の、実際の圃場で確認できる状態を作る必要がある。

協力組織をどうするか。誰がどのように管理するか。表示の手法。第２段階に向けての準備と

しても必要。 
 
 
 
 

笹村試案



☆ 第２段階。地域における、堆肥化シュミュレーション 
 
１、 農業地区に堆肥化センターを作る。補助金の調査。堆肥生産方式は様々であるが、あまり大き

くないものを、農業地域に分散して設置。臭いの問題を充分に研究配慮。 
２、 市内の中心地域に生ごみ堆肥化モデル地域を設定する。 
３、 事業系生ごみの一括収集の検討。二見リサイクルセンターの事業の分析が必要。現在のコスト、

二見の事業との整合性。 
４、 商店街、スーパーマーケットに一時処理施設（韮崎すーぱーやまとを参考）を設置する。収集

法の検討。商店街は難しいと言う意見が多数。一時処理機を行政で購入できるかが問題。 
５、 剪定チップは有効な堆肥資材であるので、堆肥化施設と連動して生産すること。 
６、 ごみステーションをつくる。いつでもどんなごみでも持ち込める施設。これは第一段階でも必

要な施設であるが、第一段階でできない時でも、第２段階ではなければ事業は進まないだろう。

分別を学習する施設。消滅型堆肥法を学習できる施設。ＮＰＯ法人の利用の可能性。コストの

試算。上手く機能していないところも多いい。どうすれば可能か。 
７、 堆肥を利用する農家との連携をはかる。堆肥量の試算。還元農地の面積試算。協力農家数と価

格の妥当線。他自治体の事例調査。選定枝問題を広域処理検討委員会では調べているが、この

点では緊密な連携が必要。担当者に報告を求める。 
８、 農家が利用したくなる、上質堆肥を作るため、藤原俊六郎先生に指導を依頼する。市内に存在

する、堆肥可能素材の集約を早急に行う。籾殻、藁、選定枝、家畜糞尿。 
９、 目標値として、「１０年後５０％の生ごみ減量化を目指す。」等委員会で目標値を作る。 
１０、出来た堆肥が科学的な分析で安全なものであるかを、充分に試験する必要がある。お茶の使う

ことが、一番有望に思われる。目的をお茶畑に入れることの可能な、上質堆肥の研究を目標に

する。お茶のブランド化を含めて、付加価値販売法の検討。 
 
 
☆最終第３段階としての目標は１００％の堆肥化。生ごみの焼却は無くす。食べ物が不安のない安全

なものになり、市民が分別を完璧に行えるようになる。 


